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　大阿蘇環境センター未来館は、阿蘇市
にあるごみ処理施設です。ここに阿蘇市及
び周辺町村から出たごみを処理する2つの
工場とごみやリサイクルのことが勉強できる
リサイクルプラザがあります。

阿蘇の大自然の中の循環型社会を見学

●受入期間／通年　9：00～17：00
●受入人数／ 15～40名　※要相談
●実施場所／阿蘇草原保全活動センター
●料　　金／展示見学＋クラフト体験
　　　　　　（90分～120分）2,200円（税込）

　日本が世界に誇る自然と人間とが共生
してきた文化の象徴である阿蘇の草原、
この価値ある自然を守り、そして再生して
いくことには大きな意義があります。阿蘇
の草原環境の仕組みや成り立ち、草原が
もたらす恩恵を学びます。草原を入り口と
して、自然との共生について理解を深めま
す。

◎展示や映像資料を鑑賞し、草原と人と
の関わりについて学ぼう。
◎草原のススキを使ったクラフト体験を
通じて草の利用について学ぼう。

◎阿蘇の草原維持が難しくなってき
ている理由を考える。
◎草原が減ると、どのような影響が
あるか調べる。
◎自分が住んでいる地域の環境保全
活動について調べる。人が関わっ
ていることで維持されている自然
を調べる。

◎阿蘇の自然を地元の人たちがどの
ように利用しているか調べる。
◎阿蘇の草原維持活動について調
べる。

阿蘇の草原千年の歴史を学ぶ

野焼き支援ボランティア 草原学習館

●野焼き支援ボランティアの役割
　1999年から始まった野焼き支援ボラン
ティア活動では、『阿蘇への恩返し』を合
言葉に、県内外から毎年多くの方が阿蘇
の野焼きの支援に駆けつけています。
　地元以外のボランティアを取り入れた
野焼き支援活動は阿蘇千年の草原の歴
史の中でも初めてのことであり、地元から
の期待も大きく、社会的にも大きな反響と
評価を得ています。
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